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活動と資料

イ ギ リス におけ る

退職 シニアボ ラ ンテ ィア活動

西田 厚子、滝澤 寛子、堀井とよみ

     滋賀県立大学人間看護学部

キ ー ワー ド 退 職 シニ ァ ボ ラ ンテ ィ ア、 プ ロ ダ ク テ ィ ヴ ・エ イ ジ ング、 イ ギ リス

1.は じめ に

 わが国では、2007年 か ら、終戦直後のベ ビーブーム期

に生 まれた700万 人におよぶ団塊の世代が一般的な定年

退職の年齢である60歳 に到達 し始め、かつてない大規模

退職の時代を迎える。産業界ではいわゆる 「2007年問題」

として早 くか らその対策をとってきているが、 この問題

は、労働現場だけの問題ではな く、定年制の見直 しなど

の高齢者雇用政策とともに、年金を始めとする社会保障

制度のあり方にも大きな影響を及ぼす。

 一方、`bn 社会が進展するとともに福祉関連予算は増

大 し続 け、政府は福祉予算削減 と福祉サービスの供給主

体の多元化 ・民営化によつて事態を打開 しようとしてい

る。平成13年 の高齢対策大綱では、高齢者の主体的な地

域社会への参画を促進するとともに、地域社会における

相互扶助その他の機能が活性化するような条件整備を課

題 とした。人口減少社会における高齢者の能力発揮を謳

い、高齢者が、再就業やボランティア活動を始めとする

様々な活動を通 じて多様な可能性に挑めることを、 ここ

では重要な課題としている。厚生労働省は平成15年 版厚

生労働白書で 「活力ある高齢者像 と世代間の新たな関係

の構築」 というメインテーマを掲 げ、それまでの保護さ

れるべき高齢者か ら新 しい高齢者像を打ち出 した。 この

ように高齢者が福祉の 「客体」か ら 「主体」へ、社会に

貢献する存在にパラダイム転換 していく可能性をもつと

するならば、本人のみならず、社会にとって も極めて意

味のあることといえよう。

 高齢者 は、定年退職を経て、中年期での企業 ・職域志
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向型 の生 活 か ら、 家 族 ・地 域 志 向 型 の生 活 へ と、 そ の生

活 構 造 を大 き く変 容 させ る。 特 に、 定 年 後 に始 ま る多 く

の余 暇 を い か に過 ごす か は個 人 と して 大 き な課 題 と な ろ

う。 著 者 らの 研 究 グ ル ー プ で は、 これ まで 退 職 が も た ら

す 生 活 の変 化 を 明 らか に し、 地 域 社 会 の保 健 福 祉 対 策 を

提 案 して き た1)。 と りわ け、 男 性 退 職 者 の 社 会 活 動 の参

加 率 は女 性 に比 べ て明 らか に低 く、 ボ ラ ンテ ィア活 動 に

お い て は よ り顕 著 な 傾 向 を 示 して い る こ とが わ か つた 。

退 職 者 の生 活 は仕 事 、 趣 味 、 ボ ラ ンテ ィア な ど の多 くの

選 択 肢 が あ る と い わ れ て い る。 ボ ラ ンテ ィア活 動 に 関連

す るNPO(nonprofit organization)活 動 に対 す る 高 齢

者 の意 識 で は、高 齢 者 の47.3%は そ の 活 動 に 関心 が あ り、

と りわ け60～64歳 で は59%と 高 い関 心 を 示 して い る 。 し

か し、 実 際 に参 加 して い る高 齢 者 は3.6%と 少 数 に と ど

ま って い る2)。 この事 実 か ら、多 くの高 齢者 が ボ ラ ン テ ィ

ア活 動 へ の 参 加 の希 望 を もち な が ら、 そ の多 くが実 際 の

活 動 へ と結 び つ い て い な い こ とが わ か る。 退 職 者 が 生 き

が い を も って 生 活 す る た め に は、 多 くの余 暇 を含 め 、 退

職 者 自身 に よ る ラ イ フ デ ザ イ ンの 実 行 を支 援 す る環 境 整

備 が重 要 で あ り、 地 域 を担 当 す る保 健 師 が 積 極 的 に そ の

計 画 づ く り に参 画 す る と い う視 点 が 重 要 で あ る3)。

 今 回、 筆 者 らは、2006年9月 、 イ ギ リス に お い て 退 職

ボ ラ ンテ ィ ア活 動 を展 開 す る複 数 のNPO担 当 者 と ボ ラ

ンテ ィ アへ の 聞 き取 り調 査 、King's Fund図 書 館 等 に お

い て 資料 収集 を 行 った。 これ ら一 連 の 調 査 活 動 の 中 か ら

今 回 は、 イ ギ リス国 内 で 最 大 規 模 の ボ ラ ンテ ィア支 援 活

動 を 行 うNPOで あ るCommunity Service Volunteer

(以 下 、CSV)が 現 在 展 開 して い る8つ の プ ロ グ ラ ム

(表)の う ち 、 退 職 者 シニ ア ボ ラ ン テ ィ ア プ ロ グ ラ ム

(以 下 、RSVP)に つ いて 紹 介 す る。

e-mail  :  anishida@nurse. usp. ac. jp



124 

表 CSVが展開しているプログラム一覧

a. CSV Education 

b. CSVmedia 

c. 乱1:akea difference today 

d. 'I旨ainingand Enterprise 

e. Consulting 

f. Environment 

西田厚子、滝揮寛子、堀井とよみ

(教育)

(メディア)

(違いをつくる)

(研修と事業経営)

(コンサルティング)

(環境問題)

g. Employee Volunteering (雇用者のボランティア促進)

h. Retired and Senior Volunteer Programme (RSVP) 

II.調査対象の選定理由

今回の調査対象であるイギリスのボランティア活動は、

日本に比べてその歴史、活動状況は明らかに異なる O し

かし、これらの違いを踏まえた上で調査した理由は、次

の 3つである。まず、第 1は、呂本における退職者のボ

ランティア活動が組織的に取り組まれている事例は国際

協力事業団のシニアボランティアや環境ボランティアな

ど限られたものであり、特に地域社会におけるボランティ

ア活動は極めて少ないのが現状である。そのため、司本

の地域社会における多様なボランティア活動の支援シス

テムのモデルを海外の先進事例に求めざるをえない事情

がある。

第 2には、日本におけるボランティア活動の歴史が欧

米に比べて浅いため、政府が発行するいくつかのボラン

ティア活動に関するガイドブックやレポートは、国連の

発行するものによるところが大きし1。例えば、経済金調

庁(現、内閣府)発行の『平成12年(2000年)版国民生

ボランティアが深める好縁』は国連における

1999年の「ボランティア活動ガイダンス J(Guidance 

Note)をもとにしたものである。このように日本は国際

的潮流を背景に取り組みを進めてきた。日本における退

職者ボランティア活動においても、このような国際的な

潮流の影響下で支援策が策定されることが容易に推察で

きる。政府が発行するボランティア白書などをみても退

職シニアボランティア活動は平成18年版厚生労働白書な

どに散克されるにすぎず、まだイギリスの退職シニアボ

ランティア活動をモデルにしたものは見あたらない。

第 3には、 CSVがNPOであることである。欧州の福

祉国家の行き詰まりや、一部社会主義国家の崩壊を背景

にして、そのオノレタナティヴを非営利・共同に求める

昧を含めて、世界的なNPOの台頭になったと考えられ

る。今後、日本においてもNPOの広がりはめざましい。

NPOは日本の地域社会における退職者の活躍の場、あ

るいは支援組織としてふさわしいものとなりうると考え、

今回の調査対象から組織のマネジメントを学ぶことにし

fこO

車. RSVPの紹介

現地調査前のホームページ、文献等の資料収集、およ

び現地での担当者からの聞き取り調査により RSVPが以

下のような経緯をたどり、現在の活動に至っていること

がわかった。

1. RSVPの誕生

イギリスでは、 35歳以下の大学に入るまでのGap

Yearの年齢層がボランティア活動を行ってきた歴史が

あった。 1988年、ボランティアの年齢層拡大を図り、 50

歳以上の人を対象にしたプログラムが開始した。これが

RSVPである。

このRSVPのアイディアは、 1960年、アメリカが、貧

器対策として始めた高齢者のボランティア活用に由来す

る。 1986年領、ある女性がイギリスのケント州でのボラ

ンティア活動をとおしてアメリカの高齢者ボランティア・

プログラム実践者に出会った。その女性は、そのアイディ

アを、自分のまちカンタペリーで退職者からボランティ

アを募って始めようとした。 1988年、その女性はCSV

の所長に会い、そして、イギリス全土でそのプログラム

を開発していくことになった。

2. RSVPの活動組織

RSVPは、職員 1人とボランティア 100名から始まっ

た。現在、事務局として働く職員の数は35人である。そ

のうち 5人が経理事務などを行い、他の30人は全国にお

いてボランティア活動のファシリテーター(実現させる

人)として働く。つまり、「ボランティアをしたい」と

患う人が、その人の思うボランティア活動を実践できる
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よ う に、 地 元 の組 織 と の連 携 、 事 業 を継 続 さ せ るた め の

資 金 の 調 達 、 活 動 の公 表 な どを 担 う。 フ ァ シ リテ ー タ ー

を担 って い る人 は、 全 員 、 看 護 職 や 社 会 福 祉 士 な ど地 域

活 動 の 専 門 家 で あ る。

 プ ロ グ ラ ム に 参 加 して い る ボ ラ ン テ ィ ア は 、 現 在

11,000人 にの ぼ る。 毎 日、 本 部 事 務 所 に く るボ ラ ンテ ィ

アが10名 程 度 お り、 彼 らは、 イ ベ ン トを組 織 した り、 資

金 を 集 め た り、 経 費 の支 払 い 、 ニ ュ ー ス レ ター や 月刊 誌

の 原 稿 づ く りな ど を担 って い る。 ま た、 各 地 方 に は リー

ジ ョナ ル ・コ ー デ ィネ ー タ と呼 ば れ る、 ボ ラ ンテ ィ アや

サ ー ビス を組 織 化 す る ボ ラ ンテ ィ アが い る。 大 きな地 方

組 織 の 場 合 、 リー ジ ョナ ル ・コ ー デ ィネ ー タ は10～12人

の グル ープ を組織 化 し、 この グル ー プ内 の オ ー ガナ イザ ー

は、 特 定 の プ ロ ジェ ク トを組 織 化 す る。 リー ジ ョナ ル ・

コ ー デ ィネ ー タ が い な い場 合 は、 本 部 が 組 織 化 を 行 う。

現 在 、 オ ー ガ ナ イ ザ ー は100人 お り、 そ の90%は マ ネ ジ

メ ン トを退 職 前 に して い た 人 で あ る。

 ボ ラ ンテ ィ ア の うち 男 性 は3,850人(35%)を 占 め る。

これ は、 日本 に比 べ て 多 い 割 合 を 示 して い る。 プ ロ グ ラ

ム担 当 者 に よれ ば、 組 織 化 す る こ とが 好 きな男 性 に組 織

化 させ て い るか らだ ろ う とい う。 ボ ラ ンテ ィア が 「自分

の や りたい ことを 自分 の主導 で や る」 方 法 は、 ベ ビー ブー

マ ー世 代 に も成 功 す る モ デ ル にな る と話 した。 ま た、 男

性 ボ ラ ンテ ィア を一 度 得 る と、 そ の 方 が 他 の男 性 を連 れ

て くる と い う良 い循 環 が生 ま れ る と話 して い た。 退 職 後

す ぐに は ボ ラ ンテ ィア を した が らな いが 、 船 で旅 行 した

り して 、1年 く らい経 つ と、 す る こ とが な くな って、 ボ

ラ ンテ ィア を始 め る良 い 時期 に な る と い う こ とで あ った。

3.活 動 資 金

 活 動 資 金 は、 中央 政 府 、 自治 体 、 企 業 、 財 団 、 個 人 寄

付 な ど に よ る。RSVPの2002～2003年 に か けて の1年 間

の運 営 資 金 は、1,305,901ポ ン ド(現 在 の 換 金 で い え ば 、
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約3億 円)で あ った4)。

 ボ ラ ンテ ィア活 動 に対 す る報 償 は 無 償 で あ るが 、 ボ ラ

ンテ ィア活 動 に伴 う経 費 を ボ ラ ンテ ィ アが 自 己負 担 しな

くて よ い よ うに経 費 が 支 払 わ れ る。

4.フ ァシ リテ ー タ ー の 活 動 と役 割

 RSVPで は、 オ ー ガ ナ イ ザ ー が ボ ラ ンテ ィ アを 組 織 化

して お り、 フ ァ シ リテ ー ター が スパ ー バ イ ザ ー につ く。

 リー ジ ョナ ル ・コ ー デ ィネ ー タ や オ ー ガ ナ イ ザ ー は、

「オ ー ガ ナ イ ザ ー ズ ・マ ニ ュ ア ル 」 を も と に した教 育 を

受 けた後 、 実 際 の活 動 を展 開 す る。 マ ニ ュア ル の内容 は、

プ ロ ジェ ク トの立 ち上 げ方 か ら、 資 金調 達 の仕方 、 メ デ ィ

ア に向 けて の方 策 、 情 報 保 護 法 の こ とな どが 含 まれ て お

り、 これ を見 れ ば、 活動 方 法 のす べ てが わ か るよ うに な っ

て い る。

 そ の他 、 「ス ク ー ル ・オ ー ガ ナ イ ザ ー(小 学 校 で の ボ

ラ ン テ ィ ア を 組 織 化 す る)の ハ ン ドブ ツ ク (SchooI

Organiser「s Handbook)」 「ス ク ー ル ・オ ー ガ ナ イ ザ ー

の た め の植 樹 プ ロ ジ ェ ク トガ イ ド(Tree and Schools)」

「健 康 と社 会 福 祉:プ ライ マ リケ ア ・マ ニ ュ ア ル(Healt

hand Social Welfare Primary Care Manual)」 「健

康 と安 全 の 方 針(Health and Safety Policy)」 な ど 様 々

な 活 動 展 開 の た め の マ ニ ュ ア ル が用 意 さ れ て い る。 そ の

他 、 リー フ レ ッ トや ポ ス タ ー な ど の広 報 素 材 も充 実 して

い る。 彼 らは これ らの教 育 媒 体 を効 果 的 に 用 い な が ら活

動 を 展 開 して い る。

 オ ー ガ ナ イ ザ ーが 考 え た ボ ラ ンテ ィア活 動 を 実現 す る

た あ に、 フ ァ シ リテ ー タ ー は さ ま ざ ま な支 援 方 法 を 有 し

て い る。 例 え ば、 次 の よ うな 支 援 方 法 は そ の模 範 的 な 事

例 で あ る。

 あ る区 の 小 学 校 で校 長 先 生 を して い た人 が退 職 を 迎 え

た。 退 職 後 の 生 活 設 計 と して 「こ の 町 で ボ ラ ンテ ィ ア を

した い 」 と考 え た。 こ うい う人 に対 して、 ま ず 「そ の 町

で何 が 必 要 か 探 して み て くだ さ い。 例 え ば、 高 齢 者 の 孤

独 死 の 問 題 が あ る のか 、 交 通 に問 題 が あ る の か、 学 校 に

問題 が あ る のか 、探 して み て くだ さ い」 と話 す。 そ して 、

そ の 人 が 、 自分 で 調 べ て 「本 当 にや りた い こ と」 を 見 出

す の を 支援 す る。 「本 当 にや りた い こ と」 が 見 つ か れ ば 、

そ れ を 実 行 に移 す た め に必 要 と な る資 金 を 探 して き て 、

実 現 させ て い くの で あ る。 この 「そ の人 が や りた い こ と

を す る」 と い う支 援 方 法 が 、 本 プ ロ グ ラ ム の や り方 で あ

り、 ボ ラ ンテ ィ ア主 導 を徹 底 した も ので あ る。

 この よ う に フ ァシ リテ ー タ ー は ボ ラ ンテ ィア が や りた

い活 動 を 模 索 す る過 程 を具 体 的 な 資 金 まで を も含 め て支

援 す る役 割 を 担 って い る。 そ の た め 、 フ ァ シ リテ ー タ ー

に は 地 域 活 動 の 豊 富 な 知 識 と体 験 が 求 め られ る。 現 在 、

フ ァ シ リテ ー ター の 多 くは看 護 者 、 ソ ー シ ャル ワ ー カ ー

な ど を 含 め た地 域 活 動 の 専 門 家 で あ る。RSVPの 担 当 者

は彼 らの活 躍 を評 価 す る反 面 、 専 門 家 が ボ ラ ンテ ィ ア の
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主体を阻害することを危倶していた。ファシリテーター

が「ボランティア主体Jということの重要性と困難さを

認識する必要があるとRSVPの担当者は話した。

イギリスではボランティアの歴史が長く、ボランティ

アをする側だけでなく、受け入れる側の意識や文化も育っ

ている。東ヨーロッパでは、ボランティアをしたいとい

う人がいても、ボランティアを受け入れる側が「ボラン

ティアに何が出来るのか ?Jという意識が強く、受け入

れる文化が育っていない。そこで、プログラム担当者は

プロジェクトの成功のためには、ボランティアに向けて

の支援のみでなく、ボランティアを受け入れる側の支援

活動もしていかなければならないということであったo

i 活動事例

RSVPの活動は、ボランティア主導で「その人がやり

たいことをする」ものであり、多様な活動を生み出して

いるO これらの活動は、地域に貢献し地域を改善するこ

とのみならず、ボランティアする人自身の健康が向上す

ることも目指しているO その中から、特徴的なものを紹

介する。

①編み物のプロジェクト

高齢で虚弱で外出が難しい人がボランティアできるこ

と、そして、その方たちが編み物を一緒に編むソーシャ

ノレグルーフ。をつくることで、人気のあるプロジェクトで

ある。このプロジェクトがテレビで紹介された時には、

700件、「私も参加したいJという問い合わせの電話があっ

た程であるO

編まれた作品は、病院、家庭医の診療所、戦争地など

に送られるO 例えば、救急病院に子どもが怪我をしたり

して運ばれてきたときに、これで遊んでもらったりする。

高齢者はプライドが高く、与えられることを好まず「与

えたい」と思っている。このプロジェクトは貢献が難し

いと思われる人が、人に「与える」ことを可能にする。

また、このプロジェクトは、社会的ふれあいも提供する O

ある地域では、オーガナイザーが40人のニッター(編む

人)をもっている。オーガナイザーは、編まれた作品を

集めに各戸を回る O こうしてオーガナイザーとの社会的

つながりがもてるのである。さらに、オーガナイザーは

ニッタ一同士をつなぐこともしているのである。ダンプ

レーンのニッティング・グループは、ステッチ・クラフ

ト2006展覧会に作品を出展し、受賞している。

②小学校でのプログラム

このプログラムでは、小学校や中学校で、読み書き、調

理、国芸、遠足、環境整備、コンビュータの使用といっ

た児童・生徒の諸活動を支援しているO その中のひとつ

を紹介する 5)0

ロンドン市内には、 40以上の異なる国々の子どもたち

が通う小学校が多し、。子どもたちは、学校に初めて来た

とき、英単語を話すことさえもできなし」そこで、ボラ

西国厚子、滝津寛子、堀井とよみ

ンティアが、教師と協働して、この子どもたちが主流ク

ラスで学習できるレベルにまで語学力を上げる活動をし

ている。「これは、確かに挑発的な役だった。しかし、

子どもたちの進歩を目の当たりにして、その一部を自分

たちが担っていると知れることは、なんて素敵なことだ

ろう」と、このプログラムのスクール・オーガナイザー

は話している。そして、ボランティアのほとんどが、

「自分たちが何かできること」を楽しむだけではなく、

子どもたちと再びふれあい、彼らの読み書き、語のつづ、

り方、算数や自然科学の科目の授業をそばで助ける機会

を得たことを喜んでいるO このプログラムに 3年前、 92

歳の時に参加し始めたボランティアは、「子どもたちが

お話しを聞いて、昔のことを尋ねてくるとき、歓喜と満

足感で子どもたちの顔が紅潮して輝くのを見られること

はなんて嬉しいことかしら。次に子どもたちに会える日

が来るのを、とても待っていられないわJと話している。

6. RSVPの特徴

RSVPの活動主旨で特徴となる点は、以下の 4点に整

理できる。

①高齢者が価値のある存在であり、社会貢献していける

人であることを社会に示す活動である。

②「ボランティア主導Jで、その人がやりたいことを、

その人自身の手で創り上げていく活動である。

③多様な人々が参加できる活動であるO 地域に貢献でき

ないであろうと思われがちな高齢者、障害者がボラン

ティア活動に参加して、自分のもっている能力を発揮

している。

④地域に貢献し地域を改善することのみならず、ボラン

ティアする人自身の健康が向上することを目指した活

動である。

IV. RSVPからの示唆

このように一人の女性の提案から始まったRSVPはそ

の活動への参加人数、展開する活動内容ともに拡大、発

展し続けており、日本における退職者への支援、特にボ

ランティア活動への示唆を得ることができるものであっ

た。ここでは、まず、 RSVPを創出、拡大させるにあた

りその根底にある高齢者観およびボランティア主導につ

いて論じるO さらに日本において退職者ボランティア活

動の取り組みを進めるための具体的な方策について述べ

ることにする。

RSVPにおける高齢者観は「高齢者が価値のある存在

であり、社会貢献していける人であることを社会に示す

活動」というものであった。彼らはButlerのいう「高齢

者も就労やボランティア活動、家族員への支援などを通

して積極的に自立した生活を産出する主体であり続ける

ことができること、社会はそれをサポートすべきであるJ
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という高齢者観 6) にたつものである。それは、高齢者

を福祉サービスの受け身である「客体」ではなく「主体」

であり続けるように、その人の意志を尊重し、能力に応

じた社会参加の機会を切り開くことにつながるものであ

ろう。

さらに、 f皮らはそのことをホームページはもちろんの

こと多くの媒体を用いて社会に「社会に貢献し続ける高

齢者」像を示し続けているo CSVはエイジズム (ageis

m、年齢差別主義)やエイジ・ディスクリミネーション

(age discrimination、高齢者に対する偏見や差別)に

立ち向かうためのキャンペーンを繰り広げており、それ

を社会的な使命としているO 欧米におけるプロダクティ

ヴ・エイジング (productiveaging、生産的に加齢す

ること、つまり幅広い意味での社会での生産性を保持し

た状態で高齢期を生きること)という高齢者観はエイジ

ズムに対抗するものとして提唱された。現代の日本の社

会ではエイジズムが広がっているが、今後は欧米におけ

るエイジズムをなくす運動から学び、新たなパラダイム

の転換を迫られていることは自明のことといえよう。地

域社会におけるエイジズムをなくす取り組みは重要であ

り、保健医療福祉対策に携わる者は自らの高齢者観を問

い直し、担当する業務の中で高齢者を社会に貢献し続け

る存在として支援する方法を見いだす必要がある O

次に、 RSVPで強調されている「ボランティア主導」

ということについて考えてみる。そもそもボランティア

とはなにか。 Osborneは、ボランティアとは「自分とは

つながりのない一人あるいはそれ以上の人々のために、

無給で直接サービスを自発的に行う人」であるとし、担

人の自発的な意思を強調している7)。

日本のボランタリー活動の中心的指導者である阿部は、

ボランティアのよってたつ思想的基盤は「ボランタリズ

ム」であるとしている 8)。そして、この思想的基盤の上

にたつボランタリズムとは「時代の危機や苦悩、あるい

は未解決な社会的な要請に呼応したり、さらには自己実

現等の創造的意思となって、市民(住民)の側から社会

の側に働きかける精神であり理念」である九そして、

ボランタリズムは組織的、制度的なレベルの「組織され

たボランタリーな行為」と個人の行為にもとづく「個人

のボランタリズムJがあるという。ここではOsborneの

ボランティアや、阿部らのいう「個人のボランタリズム」

を根底とした「個のボランタリズム」を根底としたボラ

ンティア活動が、今後は、より注目を集めることになる

と推察できる。このような活動は、 1990年の「世界ボラ

ンティア宣言」において「ボランティアとは、個人が自

発的に決意・選択するものであり、人聞の持っている潜

在能力や日常生活の質を高め、人間相互の連帯感を高め

る活動Jと合致したものであるo RSVPの「ボランティ

ア主導」とは、このような個人のボランタリズムをもと
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にした活動展開であり、今後ますますその方針が徹底さ

れると推察できょう。日本における退職シニアボランティ

ア活動の展開においても、個人の自発的な選択によるボ

ランタリズムを重視し、従来の組織されたボランティア

活動に陥らないことが肝要である O しかし、富頭で述べ

たように、ボランティア活動はその国によって発展して

きた過程は異なる。秋山はボランティアと国民性の関係

を指摘10)しており、この指摘は退職者のボランティア活

動においても十分考慮に入れる必要がある O しかし、日

本においても、周知のように、阪神・淡路大震災を機に、

飛躍的に注目されるようになってきている。このような

新たな展開をみせる活動力を、地域社会における資源と

して、また個人においてもいかにプロダクティヴ(生産

的)な活動へと発展させるかが重要である。

そして、日本における行政はイギリスと同様に言十画行

政であり、圏、地方自治体を問わず、行政での計画に基

づき地域社会の基盤整備を進めている。ボランティア活

動の基盤整備は、政府援助や健全な公共部門の支援があっ

てこそ成功するのである凶0 ボランティアに関する国連

決議案の中で最も重視される文書として、 "Volunteer-

ing and social developmen t"があげられる凶o この決

議案は、「社会開発を促すボランティア活動を、政府が

いかにして支援していくか」が討論されてまとめられた

ものであるO 阿部は日本におけるボランティア活動にお

いて「ボランティア活動のエネルギーとコミュニティの

統合性を分権社会がどう受け止めるか」が、新しいパラ

ダイムの検討課題になると指摘している。日本における

地方行政は、市町村合併が先行し、地方分権の急激な流

れに対応した地域社会の整備に関する議論は立ち遅れて

いる O このような中で、福祉活動の基盤整備は高齢社会

での緊急性の高い諜題にもかかわらず、顧みられがたい。

行政における基盤整備の計画策定に携わる保健師は、こ

れら退職者のプロダクティヴな活動を支援する計画立案

に積極的に参画する必要があるといえよう。

次に、イギリスの退職シニアボランティアの活動から

得た具体的な進め方に関する示唆について述べる O

①団塊の世代の人たちのボランティア活動への参力日促進

先述したように、日本におけるボランティア活動では、

個人のボランタリズムに十分な焦点があたっていないO

RSVPがとっている「組織化することが好きな男↑生に組

織化させる」という方法論は、今後の日本社会で、退職

者した男性が積極的にボランティア活動に参加するよう

になるための鍵になると考える。 RSVPでは、オーガナ

イザーの90%はマネジメントを退職前にしていた人たち

ということだった。日本では、 2007年を境に、団塊の世

代の人たちが退職を迎え、多くの退職者を社会が迎える。

この団塊の世代は、自本の情報化における繁明期を担い、

基幹システムの導入から、刷新、拡張、プロジェクトの
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総まとめ役まで継続して担うてきた世代である。こういっ

た経験を、自分の思いの実現に向けて活用し、その能力

を発揮することは司、社会にとって有用なだけではなく、

その人傭人がいつまでも活き活きとした人生を送ること

につながる O また、次に述べる「自分のしたいことを自

分の主導でやる」ことも重要な鍵になってくるだろう。

②ボランティア主導を支えるプログラム

RSVP担当者が話していたように、ボランティアが

「自分のやりたいことを自分の主導でやるJ方法は、日

本の団塊の世代の退職者にとっても、魅力的な方法にな

るであろうと考える O 先述したように、ボランティアは

「自ら進んで参加する」ものであるが、その「自ら進ん

でJを終始徹底し、主体的に活動を展開することは、新

しい活動を見出し、実践し継続していく上で、重要な力

になる。この活動を支援する者としては、個々の思いを

大切にし、組織化のノウハウを提供することが求められ

る。イギリスにおいては、ボランティアの歴史が長く、

またRSVPにおける18年の歴史の中で、確実に実績を積

み上げ、さまざまな活動の展開に必要な具体的方策が系

統立ててまとめられたマニュアノレ、広報素材が整ってい

るO 日本においては、教材や媒体の開発と蓄積が課題で

ある。

③退職シニアボランティア活動を支える基盤整備

イギリスにおける退職シニアボランティア活動を支え

る基盤整備として特に重要と考えられたのは、活動を支

える人材の確保であるo RSVP担当者は、ボランティア

がすること、支援者がなすべきことを明確にしており、

また、目的にそった評価をしていた。彼らの活動成果を

明確にし、それを社会に知らせることは、ボランティア

活動に取り組んでいる人たちの効用感を高める。活動の

支援者として、活動を評価し、それを社会に知らせる役

割を積極的に挺う必要がある。また、さまざまな人が参

加して、自分のもっている能力を発揮する機会になるよ

う、そして、ボランティアする人自身の鍵康に貢献でき

る活動になるよう支援者は目指し続ける必要がある。現

在、 RSVPにおけるファシリテーターには多くは地域活

動の専門専門家が含まれている。彼らの培ってきた知識

とネットワークの技術を効果的に活用することが今後の

ボランティア活動の展開にも大きく関る課題であると考

えられる。今後、イギリスでのこれらの活動に注目しな

がら、日本における専門的な人材活用の方略を示す必要

がある。

退職シニアボランティア活動は、政府の方針に合致し

た活動を展開することで、豊富な資金を確保している。

さらに、広報活動を熱心に取り組み、多くの市民の関心

や理解を得ながら、多くの寄付金も得ていることから、

継続的な活動を展開することが可能となっているO この

ようにイギリスでは、活動に必要な資金や文化といった

西国厚子、滝津寛子、拙井とよみ

点でも、ボランティア活動を推進する方向に働いているO

今後、日本における退職者シニアボランティア活動にお

いても、このような活動を目指すことで、安定した組織

運営を図ることができるであろう。

V.おわりに

筆者らの研究グループでは、退職者の健康と社会活動

の関連性について明らかにするとともに、団塊の世代の

退職者の社会参加を促進するための実践的な研究にも取

り組み始めている O 特に、退職者のボランティア活動は、

社会的な活動の中でも注目すべき活動といえよう。しか

し、これまでの日本の制度的なレベルでのボランティア

活動では、彼らの培ってきた知識や技術を生かしきれな

いのではないかと危慎している。これまでの調査から退

職者はボランティアに関する多様なニーズを持っており、

他人の選択に焦点をあてた取り組みを求めていることが

明らかになっている O 今回、イギリスにおける退職シニ

アボランティアの活動から、日本における退職シニアボ

ランティア活動に関する多くの示唆を得た。今回の得た

知見をわれわれの今後の実践にいかし日本における退職

者への支援策を提案していきたいと考えている。本報告

が退職シニアボランティアの日本型モデルを、創出する

一助となることを期待する。

謝辞

本稿をまとめるにあたり、貴重な資料をご提供くださっ

た Community Service Volunteer のMs. Karen 

Hamilton (London Development Manager) とMs.

Denise Murphy(Director RSVP)に心より感謝いたし

ます。

本研究は、平成18年度文部科学省科学研究費を受けて

いる。

参考文献・資料

CSV home page http://www. csv. org. uk/ 

International Voluntary Work， Vacation-Work Vic-

toria Py bus2005. 

引用文献

1 )西田摩子、竹原智美、玉記十紀人、松坂由香里、掛

井とよみ、平英美:京都府亀岡市中高年者の健康と

社会活動の実態調査報告書、 2005.

2 )内障府:共生社会政策統括官編集:平成18年版高齢

社会白書、 2006.



イギリスにおける退職シ:ニアボランティア活動

3 )西田厚子:団塊の世代に向けた保健活動のあり方、

保健師ジャーナル、 63(2)、医学書院、 2007.

4) Newslines: special primary care edition，2004. 

5) News lines : school edition part2，2006. 

6) R. Butler， H， Gleasonj岡本祐三(訳) :プロダ

クティブ・エイジング:高齢者は未来を切り開く.

日本評論社，1998.

7) Osborne，S.P.ed:Introduction: Managing in Vol-

untary and Non同Profit Sector， Managing in the 

Voluntary Sector， International Thomson pub-

lishing Inc. 1996. 

129 

8 )阿部志郎:福祉の哲学、 1997.

9 )締本栄一: 121世紀社会福祉とボランタリズム」

F戦後社会福祉の総括と二十一世紀への展望 E思

想と理論』ドメス出版、 243-272.2002.

10)秋山智久: r社会福祉実践論一方法原理・専門職・

価値観」、ミネルヴァ書房、 2000.

11)経済企画庁国民生活余暇・市民活動室:ボランティ

ア活動に関する研究と方針ーボランティア活動と社

会開発、 2001.

12) htt:j jwww.un.orgjesajsocdevjcsdj2001Res&Dec.htm 



130 西国厚子、滝津寛子、堀井とよみ

Activities of Retired and Senior Volunteer in 
United Kingdom 

Atsuko Nishida， Hiroko Takizawa， Toyomi Horii 

School of Human Nursing， The University of Shiga Prefecture 

Key Words Retired and Senior Volunteer， productive aging， United Kingdom 


